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4.1.2 液体廃棄物の放出に起因する実効線量 

2 0 0 6 年度 1 年間の液体廃棄物の放出量（付録Ｆ参照）を基に海産物摂取に

伴う内部被ばくによる実効線量を算出した結果、7.0×10-6mSv/y であった。また、

漁業・海浜利用に起因する外部被ばくによる実効線量は、2.0×10-6mSv/y であっ

た。 

 従って、液体廃棄物の放出に起因する実効線量は 9.1×10-6mSv/y であった。 

4.1.3 算出結果のまとめ 

気体廃棄物に起因する実効線量（3.0×10-4mSv/y）及び液体廃棄物に起因する

実効線量（9.1×10-6mSv/y）の両者の合算値は、3.1×10-4mSv/y であり、我が国の

法令注）に定める周辺監視区域外の実効線量限度（１mSv/y）の約 0.03％であった。

経路ごとの算出結果を表－1 に示す。 

表－1 実効線量の算出結果 
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